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対象児童を6年生まで拡大対象児童を6年生まで拡大
使用料は段階的に月額5,000円（平成29年度）まで引き上げ使用料は段階的に月額5,000円（平成29年度）まで引き上げ

仲よし学級
12月定例会
12月4日～22日

条
例
制
定
・
条
例
改
正

◆
久
御
山
町
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

※
現
在
の
と
こ
ろ
、
公
益
的
法
人
は
、
社
会
福
祉
法

人
久
御
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

◆
久
御
山
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

※
ポ
イ
ン
ト
参
照

　
　

反
対
討
論　

三
宅　

美
子
議
員　
　
【
賛
成
多
数
】

◆
久
御
山
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

◆
久
御
山
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

◆
久
御
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

出
産
育
児
一
時
金
の
総
額
、
42
万
円
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
基
本
額
が
１
万
４
千
円
増
額
さ
れ
、
加

算
額
が
同
額
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。	

【
全
員
賛
成
】

◆
久
御
山
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

等
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

◆
久
御
山
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

仲よし学級＝放課後児童健全育成事業は、保護者が就労
で昼間家庭にいない場合、また、病気や看護で家庭での保
育が受けられない児童を対象とし、現在、入級は小学１〜
４年生に限られています。適切な遊びの機会や生活の場を
設け、集団生活の中で、心身の健全な育成をはかることを
目的としています。

今回の条例制定により、
〈現　　　行〉月額3,500円（1世帯2人目以降月額1,750円）
〈平成27年度〉月額4,000円（　　　　〃　　　　2,000円）
〈平成28年度〉月額4,500円（　　　　〃　　　　2,250円）
〈平成29年度〉月額5,000円（　　　　〃　　　　2,500円）
と、段階的に引き上げとなっていきます。（平成27年4月1日施行）

ポイント

平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
の

19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
の
制
定
と
改

正
、
補
正
予
算
を
含
め
、
20
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
手
話
言
語
法
制
定

を
求
め
る
意
見
書
が
議
員
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特
別
委
員
会
に
審

査
を
付
託
さ
れ
た
平
成
25
年
度
各
会
計
決
算
７
件
も
、
す
べ
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
、
当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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◆
久
御
山
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

	
	

【
賛
成
多
数
】

◆
久
御
山
町
常
勤
の
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
久
御
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
に

つ
い
て

	

【
賛
成
多
数
】

◆
久
御
山
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　

賛
成
討
論　
　

林　
　

勉　

議
員	

【
賛
成
多
数
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

・
衆
議
院
議
員
選
挙
費
用　
　
　
　
　

７
５
４
万
円

	

【
全
員
賛
成
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

	

【
賛
成
多
数
】

　
〈
主
な
歳
出
〉

　

・
障
害
者
自
立
支
援
事
業　
　
　
　

１
３
０
０
万
円

　

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
３
０
万
円

　

・
強
い
農
業
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
８
５
８
万
円

　
　

※
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
の
ネ
ギ
出
荷
施
設
補
助
金

　

・
中
学
校
体
育
館
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
設
置
設
計
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
万
円

　
　

賛
成
討
論　
　

三
宅　

美
子
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

勉　

議
員	

【
賛
成
多
数
】

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

反
対
討
論　
　

林　
　

勉　

議
員	

【
賛
成
多
数
】

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

	

【
全
員
賛
成
】

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

	

【
全
員
賛
成
】

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

	

【
全
員
賛
成
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）	

【
全
員
賛
成
】

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

	

【
全
員
賛
成
】

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

	

【
全
員
賛
成
】

平
成
26
年
度
補
正
予
算

手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体の動きや顔の表情を使う独自の語彙や文法体系をもつ言語である。手話を使
うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切に守られ
てきた。しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別されてきた長い歴史があった。
2006（平成18）年12月に採択された国連の障害者権利条約には、「手話は言語」であることが明記されている。
障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国内法の整備を進め、2011（平成23）年７月に成立した「改正障害者基本法」
では「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」
と定められた。
また、同法第22条では、国・地方公共団体に対して情報保障施策を義務付けており、手話が音声言語と対等な言語であ
ることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として
普及・研究することのできる環境整備に向けた法整備を国として実現することが必要であると考える。
よって本町議会は、政府と国会が下記事項を講ずるよう強く求めるものである。

記
手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、自由に手
話が使え、更には手話を言語として普及・研究することのできる環境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成26年12月4日　　　京都府久世郡久御山町議会

選挙管理委員及び同補充員の任期満了にともない、今定
例会において、次の方が地方自治法の規定により当選され
ました。

任期は平成26年12月24日から平成30年12月23日まで。

●選挙管理委員

澤
さわ

邉
べ

　　　忍
しのぶ

氏（栄・74歳）

内
うち

田
だ

　雅
まさ

嗣
つぐ

氏（東一口・62歳）

塩
しお

屋
や

　千
ち

鶴
づる

氏（佐古・68歳）

曽
そ

束
つか

　正
まさ

義
よし

氏（下津屋・68歳）

●選挙管理委員補充員

西
にし

岡
おか

　富
とみ

子
こ

氏（市田・66歳）

土
つち

尾
お

　正
まさ

晴
はる

氏（森・55歳）

岡
おか

本
もと

　京
きょう

子
こ

氏（佐山・62歳）

岡
おか

井
い

　文
ふみ

彦
ひこ

氏（坊之池・55歳）

選挙管理委員及び同補充員の選挙

「手話言語法」制定を求める意見書
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中学校体育館
耐震化完成！

決決
算算
認認
定定

平
成
25
年
度

平
成
25
年
度

中学校体育館
耐震化完成！

◆
一
般
会
計

　
　

反
対
討
論　

巽　

悦
子
議
員

　
　

賛
成
討
論　

中　

大
介
議
員

　
　
　
〈
討
論
の
内
容
は
下
記
に
記
載
〉	

【
賛
成
多
数
】

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

反
対
討
論　

巽　

悦
子
議
員	

【
賛
成
多
数
】

◆
三
郷
山
財
産
区
特
別
会
計	

【
全
員
賛
成
】

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計	

【
全
員
賛
成
】

◆
介
護
保
険
特
別
会
計	

【
全
員
賛
成
】

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計	

【
賛
成
多
数
】

◆
水
道
事
業
会
計

　
　

反
対
討
論　

巽　

悦
子
議
員	

【
賛
成
多
数
】

※
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
で
す

会
計
別
認
定
結
果

◆ 平成25年度　会計別決算額 ◆
会　計　名 歳入総額 歳出総額 差 引 額

一 般 会 計 69億1000万円 67億 167万円 2億 830万円

　

特

別

会

計
　

国民健康保険 21億3163万円 21億2675万円 488万円

三郷山財産区 476万円 392万円 85万円

公共下水道事業 8億5309万円 8億4175万円 1134万円

介 護 保 険 11億4023万円 11億1758万円 2265万円

後期高齢者医療 1億8015万円 1億7668万円 348万円

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収支 5億2689万円 5億1634万円 1054万円

資本的収支 2億2959万円 5億4154万円 ▲3億1195万円

※万円未満切り上げ（▲＝不足額）

平
成
25
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
な
ど
の
決
算

認
定
７
件
は
、
決
算
特
別
委
員
会
（
三
宅
美
子
委
員

長
ほ
か
６
委
員
）
に
お
い
て
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
の
採
決
で
は
、
い
す
れ
も

認
定
す
べ
き
も
の
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
長
よ
り
報

告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
次
の
と
お
り
認
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

反
対
討
論

一
般
会
計
決
算

賛
成
討
論

中

　大
介
議
員

中

　大
介
議
員

反
対
討
論

一
般
会
計
決
算

反
対
討
論

巽

　悦
子
議
員

巽

　悦
子
議
員

経
済
の
好
循
環
が
波
及
す
る
経
済
対
策
の
効
果
を
待

つ
な
か
で
、
決
算
状
況
は
、
実
質
単
年
度
収
支
が
６
年

連
続
の
赤
字
と
な
り
、
財
政
の
硬
直
化
も
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。
対
前
年
比
の
税
収
は
一
定
の
伸
び
を
示
し
た

も
の
の
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
頻
度
も
高
く
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
が
、
中
学
校
の
体
育
館

耐
震
化
工
事
な
ど
、
安
心
・
安
全
の
取
り
組
み
は
推
進

さ
れ
て
い
る
。
町
独
自
の
住
民
負
担
軽
減
策
も
維
持
さ

れ
て
お
り
、
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
継
続
し
た
行

政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
が
で
き
る
よ

う
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

教
育
費
へ
の
支
援
、
子
育
て
支
援
医
療
費
の
拡
充
等

評
価
す
る
が
、
し
か
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
が
顕

著
で
あ
る
と
予
算
時
に
指
摘
し
た
。

主
な
も
の
は
、
①
幼
保
一
体
化
事
業
、
ま
ち
の
駅
施

設
管
理
運
営
事
業
、
②
人
権
対
策
費
と
称
し
た
同
和
行

政
の
継
続
や
高
齢
者
の
敬
老
金
の
節
目
支
給
や
佐
山
保

育
所
の
耐
震
工
事
の
遅
れ
、
③
行
革
に
お
け
る
職
員
削

減
、
④
町
内
商
工
業
者
実
態
調
査
と
「
中
小
企
業
振
興

条
例
」
策
定
な
ど
の
改
善
を
求
め
た
。

し
か
し
、
何
も
改
善
し
て
い
な
い
。
貴
重
な
税
金
の

使
い
方
に
知
恵
を
絞
り
、「
住
民
福
祉
・
教
育
・
く
ら
し
」

を
守
る
町
政
を
求
め
る
。

町
独
自
の
住
民
負
担
軽
減
策
、

維
持
さ
れ
て
い
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
が
顕
著
、

改
善
し
て
い
な
い
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常
任
委
員
会
・
協
議
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
・
協
議
会
レ
ポ
ー
ト

12
月
の
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
11
日
）
は
、「
久
御
山
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
行
動
計
画
の
策
定
」
や
「
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
学
力
テ
ス
ト
）」、
総
務

事
業
常
任
委
員
会
（
12
日
）
は
、「
上
津
屋
橋
（
流
れ
橋
）
の
今
後
」「〝
く
み
や
ま

de
婚
活
〞
結
果
」
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

こ
う

　づ

　や

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

の
た
め
に
、
こ
こ
ま
で
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

平
成
26
年
８
月
９
日
の
台

風
11
号
に
よ
る
木
津
川
上
流

域
で
の
豪
雨
で
、
上
津
屋
橋

が
流
出
し
た
。

京
都
府
は「
上
津
屋
橋（
流

れ
橋
）あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
９
月
10
日
に

第
１
回
目
を
開
催
し
、
今
後

の
復
旧
方
針
等
を
協
議
し
た
。

11
月
21
日
に
は
、
第
３
回
目

を
開
催
。

構
成
委
員
は
、
本
町
副
町

長
を
は
じ
め
大
学
関
係
者
、

地
元
関
係
者
、
京
都
府
と
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
等
。

京
都
府
Ｈ
Ｐ
で
公
表
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会
・
協
議
会

総
務
事
業
常
任
委
員
会
・
協
議
会

久
御
山
町
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
」
の

策
定
に
つ
い
て

　

周
期
で
発
生
し
て
い
る

た
め
、
危
機
管
理
と
し
て
い

き
た
い
。

　

地
域
に
応
じ
た
、
行
動

計
画
の
策
定
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

　

国
の
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
基
に
盛
り

込
ん
で
い
き
た
い
。

　

平
成
26
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
（
全
国
一
斉

学
力
テ
ス
ト
）
の
結
果

　

学
力
向
上
に
向
け
て
の

考
え
は
。

　

基
礎
・
基
本
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し

た
い
。

　

全
体
の
調
査
結
果
と
し

て
、
下
回
っ
た
結
果
の
と
こ

ろ
は
、
何
が
原
因
だ
っ
た
の

か
。

　

家
庭
で
の
学
習
に
取
り

組
め
て
い
な
い
（
宿
題
・
予

習
・
復
習
）。

　

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事

業
で
実
施

　

く
み
や
ま
de
婚
活
と
は
。

　

町
制
施
行
60
周
年
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

募
集
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。

　

申
し
込
み
は
男
女
そ
れ

ぞ
れ
39
名
あ
り
、
抽
選
で
男

女
各
25
名
が
選
ば
れ
た
。

　

平
均
年
齢
は
。

　

男
性
は
36
・
８
歳
、
女

性
は
34
・
７
歳
で
あ
る
。

京
都
府
上
津
屋
橋
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
報
告

　

上
津
屋
橋
の
復
旧
の
検

討
は
。

　

９
月
か
ら
３
回
、
上
津

屋
橋
あ
り
方
検
討
委
員
会
が

実
施
さ
れ
た
。

　

ど
の
よ
う
な
検
討
が
お

こ
な
わ
れ
た
の
か
。

　

形
状
は
で
き
る
だ
け
現

状
に
近
い
も
の
で
、
高
さ
を

75
㌢
㍍
か
さ
上
げ
し
、
５
年

に
一
度
の
冠
水
で
済
む
よ
う

に
す
る
。

　

今
後
の
進
め
方
は
。

　

平
成
26
年
度
に
設
計
し

平
成
27
年
度
に
着
工
・
完
成

予
定
で
あ
る
。

「
平
均
を
下
回
っ
た
と

こ
ろ
の
主
な
原
因
は
」

「〝
く
み
や
ま
de
婚
活
〟

の
募
集
状
況
は
‥
」

「
上
津
屋
橋（
流
れ
橋
）

の
今
後
の
予
定
は
」

「
地
域
に
応
じ
た
計
画

に
し
て
は
ど
う
か
」

くみやまde婚活案内チラシ

流れた上津屋橋（流れ橋）

京
都
府
上
津
屋
橋

　（
流
れ
橋
）あ
り
方

　
　
　
　
検
討
委
員
会

　「新型インフルエンザ等対
策特別措置法（平成24年５月
11日成立、平成26年６月18日
最終改正）」に基づき、国お
よび地方公共団体は新型イ
ンフルエンザ等の発生に備
え、その対策の実施について
の『行動計画』を定めること
が義務付けられています。
　市町村が『行動計画』を作
成したときには、速やかに議
会に報告し、公表しなければ
なりません。

「新型インフルエンザ等
行動計画」とは
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内　容：プラマーク製品分別収集
実施日：11月 4日

平成27年１月からスタートする「プラ
マーク製品分別収集」をテーマに、調査を
おこなった。
内容は、担当課である環境保全課がこの
間おこなってきた住民説明会についてと、
リサイクル製品として収集後の城南衛生管
理組合での分別などについて説明を受けた
後、質疑応答がおこなわれた。

プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
分
別
収
集
が
ス
タ
ー
ト

民生教育常任委員会／閉会中の事務調査

○　住民説明会は平成26年9月から実施。
○　主催別にみると　①町3回　②自治会9
回　③各団体（社会福祉協議会主催の「い
きいきサロン」）等4回で合計16回の開
催・延べ参加者は468人であった。
○　町の広報紙でも毎月1号に掲載し、町
ホームページでも啓発している。
○　今後は、各ごみステーションの看板に分
別収集実施を告知し、FMうじ放送での啓
発にも取り組む。

○「プラマーク製品をボトル類やパック類な
どにそれぞれ出すのか」や「二重袋はダメ
なのか」などの排出方法についての質問。
○「汚れはどの程度落とせばよいのか」など、
利用度を高めるための積極的な質問もあった。

16
回
の
説
明
会
で
延
べ
468
人
が
参
加

16
回
の
説
明
会
で
延
べ
468
人
が
参
加

◆住民への周知・啓発の状況

◆説明会では積極的な質問

内　容：町税の概要
実施日：11月10日

総務事業常任委員会閉会中の事務調査は、
「行財政とまちづくり」をテーマとして、
10月発行の『久御山町平成26年度町税概
要』に基づいておこなった。
普通税と、目的税では都市計画税につい
ての現況と、国の税制改革に伴う本町の税
収への影響予測などの説明の後、質疑応答
がおこなわれた。

税
改
正
「
法
人
町
民
税
」
率
引
き
下
げ
の
影
響

総務事業常任委員会／閉会中の事務調査

○　普通税には、①個人・法人税　②固定資
産税　③町たばこ税がある。
○　目的税には、①都市計画税（土地・家
屋）②国民健康保険税がある。

平成25年度の町税収入は、45億1846
万2千円で、前年度比較では1億5747万8
千円の増収となっており、町の歳入（収入）
全体に占める割合は65.4㌫で、1.7㌽増え
ている。

○　法人町民税は、平成26年10月から市
町村間の偏りを正して財政力の格差を縮小
するため、消費税8㌫の段階で法人税割を
2.6㌫引き下げ、13.7㌫から11.1㌫とな
る。
○　平成25年度の決算ベースでは、平成27
年度はマイナス4千万円、平成28年度は
マイナス8千万円と、減収となる見込みで
あり、厳しい状況が予測される。

来
年
度
４
千
万
円
、
再
来
年
度
は
８
千
万
円
減
収
に

来
年
度
４
千
万
円
、
再
来
年
度
は
８
千
万
円
減
収
に

◆町税には普通税と目的税

◆国保税以外の５税の状況

◆今後の税収見込み
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こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般
質 問

３月の定例会は、表紙に記載の日程で開催する予定です。時間は午前10時からです。
会議の日程や傍聴の手続きなど詳細については、議会事務局の075（63）9996、
0774（45）0105へお問い合わせください。

一括質問

一問一答

議員の質問時間の制限はない。質問回数は２回まで。

２回目からの質問は、一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。
ただし、議員の質問時間は30分以内。

１．防犯カメラの設置について
２．公共施設のWiFi環境の整備について

一括
質問 田口　浩嗣 議員 P8

１．まちづくりについて
２．事務経費の削減について

一問
一答 島　　宏樹 議員 P10

１．国・京都府との連携について
２．中央公民館の方向性について

一問
一答 中井　孝紀 議員 P11

１．２か所目の特別養護老人ホームについて
２．行財政改革について

一括
質問 塚本五三藏 議員 P12

１．水道事業について
２．洪水対策について
３．学校図書館の充実について

一問
一答 巽　　悦子 議員 P13

１．人口減少による若者の定住化と雇用につ
　　いて
２．消費者教育の充実について

一問
一答 岩田　芳一 議員 P9

６議員が

登壇 ただ
12月18日の一般質問では、６人の議員が当面する諸
課題について町政を質しました。質問者および質問項
目は下記の通りです。質問・答弁の要旨は８～13ペー
ジに掲載しています。

ただ
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ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
も

し
も
の
時
の
手
が
か
り
と
な

る
。
ま
た
誰
が
見
て
も
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
充
実
す

れ
ば
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
も

な
る
。

そ
こ
で
、
町
内
の
公
共
施

設
等
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

状
況
と
今
後
の
考
え
を
聞
く
。

ま
た
、
久
御
山
町
に
は
多

く
企
業
が
あ
る
が
、
企
業
と

連
携
を
取
り
通
学
路
に
面
し

た
場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
促
す
考
え
は
。

総
務
課
長

児
童
の
連
れ
去
り
事
件
が

多
発
し
て
お
り
、
痛
ま
し
い

事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、

犯
罪
が
起
こ
れ
ば
、
犯
人
の

手
が
か
り
に
な
る
ほ
か
、
設

置
す
れ
ば
犯
罪
の
抑
止
効
果

も
非
常
に
高
い
。

本
町
の
公
共
施
設
で
は
、

外
向
き
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
周
辺

４
台
、
大
内
み
ず
べ
公
園
１

台
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
側
道
地

下
道
３
台
。
施
設
内
の
監
視

カ
メ
ラ
は
、
総
合
体
育
館
や

ゆ
う
ホ
ー
ル
、
久
御
山
中
学

校
内
に
設
置
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
か
ら
不
審
者
の
声
掛
け
事

案
が
多
い
場
所
、
通
学
路
や

小
中
学
校
の
校
門
付
近
で
、

設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
宇
治
警
察
署
で
は
、

日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
設
置

質
　
問

国
や
自
治
体
で
は
、
公
共

施
設
や
学
校
に
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
整
備
し
て
い
る
事
例

が
多
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
複
数

利
用
す
る
と
、
デ
ー
タ
通
信

量
に
応
じ
た
高
額
利
用
料
が

必
要
と
な
る
た
め
、
無
料
の

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
の
施
設
を
多
く

の
人
が
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
被
災
者
情
報
通
信
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
問

題
と
な
っ
た
。

場
所
の
把
握
に
努
め
、
設
置

企
業
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

し
て
い
る
。

今
後
、
多
く
の
企
業
に
設

置
を
依
頼
し
、
宇
治
警
察
署

と
も
連
携
し
て
看
板
や
路
面

標
示
も
含
め
進
め
た
い
。

公
共
施
設
の
利
用
促
進
と

災
害
発
生
時
の
情
報
通
信
手

段
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。
今
後
の

設
備
や
充
実
の
考
え
は
。

行
財
政
課
長

災
害
の
発
生
時
は
、
電
話

回
線
が
パ
ン
ク
し
て
連
絡
も

情
報
収
集
も
で
き
な
い
。

京
都
府
は
、
本
年
88
か
所

の
府
立
高
校
等
の
施
設
に
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
の
設
置
を
進
め
て

い
る
。
た
だ
、
自
治
体
が
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る

場
合
、
電
気
通
信
事
業
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
町
が
電
気

通
信
事
業
者
と
し
て
の
責
務

を
負
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
適
切
な
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
必
要

だ
が
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

こ
れ
ま
で
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
な
い
が
、
国
等
の
取
り

組
み
状
況
を
踏
ま
え
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
防
災
対
策
の
観

点
か
ら
検
討
し
た
い
。

質
　
問

警
視
庁
が
、
11
月
ま
で
に

13
歳
未
満
の
連
れ
去
り
事
件

が
１
０
０
件
を
超
え
た
と
発

表
し
た
。
し
か
も
、
認
知
さ

れ
て
い
な
い
実
際
の
被
害
は

こ
れ
を
上
回
る
と
さ
れ
、
下

校
時
間
の
路
上
で
被
害
が
多

発
し
て
い
る
。

久
御
山
町
は
近
畿
の
中
心

で
交
通
の
要
で
あ
る
た
め
、

他
府
県
か
ら
多
く
の
車
が
出

入
り
し
て
い
る
。
主
要
な
交

差
点
や
企
業
等
に
防
犯
カ
メ久御山中学校の防犯カメラ

田
口

　浩
嗣

　議
員

一
括
質
問
方
式

■
一
般
質
問 

■

QQAA

町
の
公
共
施
設
に
無
料
の

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
設
備
の
考
え
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
・
防
災
の

観
点
か
ら
検
討
し
た
い

QQ

通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
は

AA

通
学
路
や
小
中
学
校
の

校
門
付
近
に
設
置
を
進
め
る

WiFi（ワイファイ）とは‥
wireless-fidelityの略。パソコンや
テレビ、スマートフォン、タブレッ
トなどの接続に対応した機器を、
無線（ワイヤレス）でLAN（Local 
Area Network）に接続して利用
できる技術のこと。

このような表示があ
る施設内では、無料
でインターネットが
使用可能
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質
　
問

本
町
の
生
産
年
齢
人
口
を

維
持
拡
大
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
、
若

者
定
住
化
の
抜
本
的
な
取
り

組
み
が
急
務
で
あ
る
。

本
町
に
若
者
が
、「
住
み

続
け
た
い
」
定
住
施
策
と
雇

用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
若
者
に
よ
る
定
住

化
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
て

は
ど
う
か
。

行
財
政
課
長

第
５
次
総
合
計
画
策
定
に

向
け
て
、
今
年
８
月
に
初
め

て
実
施
し
た
町
内
企
業
従
事

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
町

外
在
住
者
の
33
・
８
㌫
が
条

件
が
あ
え
ば
住
ん
で
み
た
い

と
答
え
て
い
る
。

若
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
ま
ち
が
魅
力
的
か
、
い
か

に
情
報
発
信
し
て
い
く
か
、

定
住
促
進
の
た
め
の
土
地
利

用
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

総
務
部
長

定
住
化
戦
略
会
議
に
つ
い

て
、
若
い
方
か
ら
も
意
見
を

聞
く
中
で
、
今
後
も
研
究
し

て
い
き
た
い
。

多
い
26
万
７
千
件
と
、
人
口

の
伸
び
を
大
幅
に
上
回
る

ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
の
が

大
き
な
要
因
と
分
析
し
て
い

る
。本

町
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

の
状
況
は
。

産
業
課
長

毎
週
水
曜
日
に
開
設
し
て

い
る
消
費
生
活
相
談
は
、
年

間
10
件
程
度
の
相
談
で
、
主

な
相
談
内
容
は
不
動
産
の
貸

借
、
融
資
サ
ー
ビ
ス
、
通
信

販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
産

業
課
に
は
、
年
間
約
20
件
の

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど
の
電

話
相
談
が
あ
る
。

質
　
問

２
０
１
２
年
に
施
行
さ
れ

た
消
費
者
教
育
に
関
す
る
法

律
で
、
消
費
者
教
育
推
進
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
て

い
る
。

本
町
の
消
費
者
教
育
の
推

進
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

前
向
き
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

策
定
の
流
れ
と
し
て
は
、

当
面
は
、
関
係
所
管
に
お
け

る
啓
発
や
講
座
な
ど
の
取
り

組
み
、
ま
た
事
業
を
多
く
の

住
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん

と
連
携
し
て
推
進
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
も

と
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

計
画
策
定
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

消
費
者
白
書
に
よ
る
と
、

２
０
１
３
年
度
は
全
国
の
消

費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ

ら
れ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
件
数
が
約
92
万
５
千
件

と
９
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、

42
都
道
府
県
で
２
０
１
２
年

度
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

消
費
者
庁
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
か
ら
の
相
談
件
数

が
前
年
度
よ
り
５
万
３
千
件

毎週水曜日に開設される消費生活相談室

岩
田

　芳
一

　議
員

一
問
一
答
方
式

■
一
般
質
問 

■

QQAA

若
者
に
よ
る
定
住
化
戦
略

会
議
を
立
ち
上
げ
て
は

若
い
方
の
意
見
も
聞
き
研
究
し
た
い

QQ
消
費
者
教
育
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は

AA

啓
発
や
講
座
な
ど
の
成
果
を

も
と
に
計
画
策
定
に
つ
な
げ
た
い
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質
　
問

本
町
の
コ
ピ
ー
紙
の
使
用

量
と
年
間
コ
ス
ト
、
関
連
す

る
印
刷
機
な
ど
の
事
務
経
費

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
事
務
で
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
の
動
き
は
あ
る
の
か
。

行
財
政
課
長

役
場
の
コ
ピ
ー
機
と
印
刷

機
で
使
用
す
る
事
務
用
紙
は

約
３
５
０
万
枚
、
購
入
金
額

は
約
３
１
０
万
円
。
そ
の
他
、

借
上
料
と
イ
ン
ク
代
が
あ
り
、

コ
ピ
ー
機
が
約
３
５
０
万
円
、

印
刷
機
が
約
40
万
円
、
イ
ン

ク
代
が
約
60
万
円
と
な
り
、

合
計
で
約
７
６
０
万
円
で
あ

る
。（
平
成
25
年
度
決
算
ベ
ー

ス
）

事
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

は
、
行
政
内
部
の
事
務
連
絡

や
行
政
情
報
は
事
務
用
パ
ソ

コ
ン
で
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
、

ミ
ス
コ
ピ
ー
等
の
紙
の
裏
面

使
用
等
で
紙
使
用
の
抑
制
に

努
め
て
い
る
。

ま
た
、
久
御
山
セ
ー
ビ
ン

グ
プ
ラ
ン
と
Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
取
り

組
み
に
、
用
紙
類
の
使
用
量

都
市
整
備
課
長

建
物
の
骨
格
が
で
き
上
が

り
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
、
平

成
27
年
冬
頃
に
竣
工
、
開
院

準
備
期
間
を
経
て
平
成
28
年

春
頃
に
開
院
す
る
予
定
で
あ

る
。
残
り
の
周
辺
区
域
の
土

地
利
用
は
、
組
合
施
行
の
土

抑
制
で
両
面
印
刷
の
徹
底
、

ペ
ー
ジ
集
約
機
能
の
活
用
、

会
議
資
料
の
簡
素
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

質
　
問

先
日
視
察
し
た
島
根
県
美

郷
町
議
会
で
は
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
を
決
断
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
ま
で
半
年
も

か
か
ら
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
る
。

全
庁
的
に
、
全
て
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
を
図
る
の
は
厳
し

い
が
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

何
か
で
き
な
い
か
。

行
財
政
課
長

庁
内
会
議
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
は
、
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
や
携
帯
電
話
回
線
を
使

用
す
る
必
要
が
あ
り
、
庁
舎

内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
で
き
な

い
。タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

た
会
議
と
し
て
は
、
議
会
に

導
入
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
る
。

町
　
長

事
務
経
費
の
削
減
は
全
て

で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
議

会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導

入
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問

題
解
決
が
得
ら
れ
た
上
で
、

議
会
運
営
の
効
率
化
と
資
源

や
経
費
削
減
を
議
員
と
一
緒

に
考
え
、
検
討
す
る
。

地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
進

め
る
。

区
域
北
東
部
の
約
０
・
５

㌶
は
薬
局
等
の
店
舗
等
が
考

え
ら
れ
、
南
側
区
域
は
、
無

秩
序
な
開
発
と
な
ら
な
い
内

容
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
南

側
区
域
に
約
１
８
０
０
㎡
の

公
園
を
予
定
し
、
公
園
の
下

に
約
６
０
０
０
㌧
の
調
整
池

を
整
備
し
治
水
対
策
を
図
る
。

質
　
問

先
日
開
催
さ
れ
た
子
ど
も

議
会
で
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
で

き
る
公
園
が
欲
し
い
と
い
う

要
望
が
強
か
っ
た
。
多
目
的

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
機
能
は
考
え

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
防
災
公
園
の
機
能

を
持
た
す
考
え
は
。

都
市
整
備
課
長

公
園
は
建
設
後
に
町
に
移

管
さ
れ
る
の
で
、
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
町
の
意
向

を
反
映
で
き
る
よ
う
組
合
に

依
頼
す
る
。

ま
た
、
公
園
は
一
時
避
難

場
所
や
広
域
避
難
場
所
と
し

て
の
利
用
が
考
え
ら
れ
、
面

積
的
に
防
災
公
園
の
機
能
を

果
た
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

災
害
時
に
ト
イ
レ
等
が
設
置

で
き
る
防
災
機
能
を
有
し
た

公
園
を
築
造
で
き
る
よ
う
地

権
者
と
協
議
す
る
。

質
　
問

佐
山
西
ノ
口
地
域
の
病
院

建
設
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

予
定
は
。

ま
た
、
残
り
の
３
・
２
㌶

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
計
画
で
進
め
る
の
か
。

タブレット端末

公園予定地と建設中の第二岡本病院

島

　
　宏
樹

　議
員

一
問
一
答
方
式

■
一
般
質
問 

■

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
は

議
会
に
導
入
す
る
の
は
効
果
的
と
考
え
る

QQAA

佐
山
西
ノ
口
地
域
の
今
後
の
開
発
は

南
側
区
域
に
１
８
０
０
㎡
の
公
園
予
定

QQAA
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質
　
問

国
や
京
都
府
と
の
連
携
が

取
れ
て
い
な
い
関
係
で
、
町

政
運
営
に
は
閉
塞
感
が
漂
い
、

明
る
い
未
来
を
描
き
に
く
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

国
が
頑
張
ろ
う
と
し
て
い

る
人
口
５
万
人
以
下
の
小
さ

い
自
治
体
を
支
援
す
る
『
地

方
創
生
の
制
度
』
へ
な
ぜ
手

を
上
げ
な
い
の
か
。

町
　
長

制
度
を
受
け
て
す
ぐ
に
本

町
の
課
題
を
整
理
し
、
適
応

す
る
こ
と
の
整
合
性
に
時
間

が
無
い
と
判
断
し
た
。
も
っ

と
国
の
制
度
に
は
敏
感
に
反

質
　
問

築
40
年
を
経
過
し
た
中
央

公
民
館
は
、
耐
震
診
断
に

よ
っ
て
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
。

対
策
と
し
て
、
耐
震
補
強

工
事
や
、
建
て
替
え
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
が
、
診
断
結
果

か
ら
１
年
近
く
が
た
っ
た
今

も
方
向
性
が
出
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
総
合
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
、
中
央
公

民
館
の
大
ホ
ー
ル
機
能
を
併

設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。社

会
教
育
課
長

耐
震
補
強
に
３
億
円
、
改

修
に
５
億
円
、
合
計
８
億
円

が
か
か
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は
65
年

で
あ
り
、
あ
と
25
年
は
使
え

る
。総

合
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
に
は
、
１
億
か

ら
１
億
５
千
万
円
ほ
ど
か
か

り
、
舞
台
の
仮
設
費
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

町
　
長

耐
震
化
は
、
佐
山
保
育
所

応
し
、
本
町
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
明
確
化
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

質
　
問

議
会
か
ら
意
見
書
を
出
し

た
「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
付

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
誘
致
」

は
要
望
し
て
い
な
い
の
か
。

町
　
長

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
な
ど

が
あ
れ
ば
便
利
だ
が
、
絵
も

議
論
で
き
て
い
な
い
中
で
要

望
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

質
　
問

城
陽
市
な
ど
の
近
隣
自
治

体
は
、
山
田
知
事
と
連
携
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
本
町
は
連
携
が

取
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
も
重
要
で
あ
る
が
、

宇
治
市
・
城
陽
市
・
京
都
市

の
首
長
と
話
し
合
い
は
し
な

い
の
か
。

町
　
長

確
か
に
山
田
知
事
が
、
城

陽
市
の
新
市
街
地
や
井
手
町

の
建
て
替
え
を
優
先
し
て
実

施
し
て
い
き
、
中
央
公
民
館

に
つ
い
て
は
、
保
育
所
の
耐

震
化
が
終
わ
る
ま
で
に
方
向

性
を
示
し
た
い
。

質
　
問

な
ぜ
、
保
育
所
の
耐
震
化

が
済
ん
だ
後
で
な
い
と
方
向

性
が
決
め
ら
れ
な
い
の
か
。

公
共
施
設
を
危
険
な
状
況
の

ま
ま
で
放
置
す
べ
き
で
は
な

く
、
早
急
に
結
論
を
出
す
べ

の
白
坂
地
区
な
ど
に
意
識
が

あ
る
こ
と
を
す
ご
く
感
じ
る
。

近
隣
自
治
体
と
の
協
議
の

場
の
設
定
を
府
へ
要
望
し
て

い
る
が
、
直
接
近
隣
首
長
と

話
し
合
い
は
し
て
い
な
い
。

門
川
京
都
市
長
に
は
今
ま
で

直
接
連
携
に
つ
い
て
話
し
た

こ
と
は
な
い
。

き
で
は
な
い
の
か
。

財
政
が
厳
し
い
状
況
か
ら
、

総
合
体
育
館
と
の
併
設
が
有

効
な
選
択
肢
だ
と
思
う
。

町
　
長

町
全
体
の
施
設
の
改
修
・

修
繕
経
費
が
大
き
く
か
か
っ

て
い
く
の
で
、
今
後
を
見
通

す
部
分
も
必
要
と
な
り
、
財

源
や
公
債
の
推
移
を
見
な
が

ら
決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

築40年が経過した中央公民館

中
井

　孝
紀

　議
員

一
問
一
答
方
式

■
一
般
質
問 

■

QQAA

国
・
京
都
府
と
の
連
携
が

取
れ
て
い
な
い
の
で
は

知
事
が
城
陽
市
や
井
手
町
に

意
識
が
あ
る
こ
と
を
す
ご
く
感
じ
る

QQAA

危
険
性
の
あ
る
中
央
公
民
館

耐
震
化
の
方
向
性
は

佐
山
保
育
所
の
耐
震
化
後
に
示
す



（12）くみやま　議会だより　No.137

質
　
問

本
町
の
特
養
施
設
は
１
施

設
で
50
床
、
待
機
者
数
は
74

人
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化

率
は
、
年
々
増
加
し
平
成
26

年
10
月
に
は
４
４
３
０
人
で

27
・
05
％
と
な
っ
て
い
る
。

２
か
所
目
の
特
養
施
設
の

整
備
は
、
平
成
27
年
か
ら
の

「
第
７
次
保
健
福
祉
計
画
」

で
の
整
備
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。

ま
た
、
介
護
施
設
内
に
、

認
知
症
の
発
症
予
防
と
早
期

発
見
対
策
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

整
備
が
で
き
な
い
の
か
。
ま

た
前
回
の
岡
本
病
院
に
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
開
設
の
回
答
は
。

在
宅
介
護
者
に
は
在
宅
診

療
の
対
応
が
必
須
だ
。
開
業

医
の
訪
問
診
療
が
減
少
し
て

い
る
現
状
で
、
岡
本
病
院
は

在
宅
介
護
者
に
対
し
て
、
今

後
、
医
療
で
の
貢
献
と
し
て

大
い
に
期
待
し
て
よ
い
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
介
護
事
業

に
対
す
る
住
民
負
担
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

特
養
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
意
向
だ
け
で
整
備
は

で
き
な
い
。
開
設
す
る
事
業

者
や
近
隣
の
整
備
状
況
、
住

民
負
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
影
響
す
る
。

高
齢
者
保
健
福
祉
委
員
会

で
は
、「
第
７
次
保
健
福
祉

計
画
」
期
間
に
整
備
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
、「
第
８

次
計
画
」
期
間
（
平
成
30
年

〜
32
年
）
に
整
備
す
る
方
向

で
現
在
、
検
討
を
進
め
て
い

る
。認

知
症
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

必
要
性
は
強
く
感
じ
て
い
る
。

既
存
の
介
護
施
設
で
の
整
備

も
含
め
、
町
内
で
の
体
制
整

備
の
実
現
を
目
指
す
。

岡
本
病
院
か
ら
の
回
答
で

は
、
す
ぐ
に
医
師
を
配
置
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
聞

い
て
い
る
。

岡
本
病
院
は
、
自
ら
高
齢

者
の
往
診
を
お
こ
な
う
病
院

質
　
問

行
財
政
改
革
は
業
務
の
見

直
し
、
廃
止
や
予
算
の
緊
縮

と
職
員
の
削
減
で
は
な
い
。

持
続
可
能
な
行
政
は
、
自
立

計
画
を
策
定
し
、
事
務
事
業

の
簡
素
化
・
効
率
化
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
に
は
、
公
務

員
と
し
て
の
意
識
改
革
の
推

進
が
必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

事
業
ご
と
の
予
算
の
ア
ッ

プ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

で
は
な
い
。
診
療
所
が
お
こ

な
い
主
治
医
と
し
て
の
役
割

が
果
た
せ
る
よ
う
期
待
し
て

い
る
。

高
齢
者
介
護
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
中
、
特
養
ホ
ー
ム
の
整

備
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
伴
う
、
一
定
の
住
民
負
担

は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考

え
る
。

る
な
ど
、
職
場
全
体
の
活
気

に
あ
ふ
れ
た
職
場
作
り
を
可

能
に
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。

職
員
か
ら
の
新
規
事
業
等
の

提
案
や
ア
イ
デ
ア
に
も
結
び

つ
き
、
職
員
が
や
る
気
を
持

つ
こ
と
も
行
革
の
ひ
と
つ
で

は
な
い
の
か
。

さ
ら
に
、
研
修
や
人
材
育

成
の
構
築
が
緊
急
の
課
題
だ
。

今
後
の
幹
部
候
補
の
育
成
に

つ
い
て
考
え
を
聞
く
。

町
　
長

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

町
の
課
題
を
把
握
し
、
自
己

研
さ
ん
に
努
め
る
職
員
と
な

る
よ
う
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
実

行
計
画
に
基
づ
き
、
課
題
ご

と
に
、
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
中
で
経
常

経
費
の
削
減
、
使
用
料
や
補

助
金
の
見
直
し
等
の
検
討
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部

委
託
）
の
推
進
に
取
り
組
む
。

幹
部
候
補
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
私
も
管
理
職
も
現
場

を
ま
わ
る
回
数
を
増
や
し
た

い
。
次
世
代
の
育
成
を
最
重

点
と
位
置
付
け
、
幹
部
と
幹

部
候
補
と
の
面
接
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
育
成
に
努
め
る
。

一
括
質
問
方
式

■
一
般
質
問 

■

塚
本
五
三
藏

　議
員

QQAA

町
内
２
か
所
目
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
時
期
は

「
第
７
次
保
健
福
祉
計
画
」

期
間
内
に
準
備
を
進
め
る

QQ
公
務
員
の
意
識
改
革
は
ど
の
よ
う
に

AA
町
の
課
題
を
把
握
し
、

自
己
研
さ
ん
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
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質
　
問

11
月
27
日
、
府
営
水
道
事

業
経
営
審
議
会
が
、
京
都
府

知
事
に
府
営
水
道
料
金
に
関

す
る
答
申
を
提
出
し
た
。

答
申
通
り
の
料
金
改
定
で

の
影
響
は
。

上
下
水
道
課
長

基
本
料
金
が
41
円
か
ら
44

円
、
従
量
料
金
は
18
円
か
ら

20
円
へ
引
き
上
げ
と
さ
れ
て

い
る
。

平
成
26
年
度
予
算
ベ
ー
ス

で
は
、
１
７
０
４
万
６
千
円

の
負
担
増
と
な
る
。

質
　
問

久
御
山
町
は
、（
府
営
水

の
）
基
本
水
量
は
、
年
間
４

０
８
万
８
千
㎥
分
を
支
払
っ

て
い
る
。
平
成
26
年
度
予
算

で
は
、
府
営
水
は
１
８
０
万

㎥
と
基
本
水
量
よ
り
少
な
い
。

府
の
条
例
で
、
基
本
水
量

は
、
毎
年
、
受
水
市
町
か
ら

変
更
を
出
し
た
場
合
に
は
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
口
も
有
収
水
量
も
減
っ

て
い
る
し
、
有
収
水
量
は
こ

れ
か
ら
も
減
る
と
の
こ
と
。

な
ぜ
変
更
し
な
か
っ
た
の
か
。

上
下
水
道
課
長

す
で
に
、
１
万
１
２
０
０

㎥
（
一
日
）
の
水
量
を
締
結

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

質
　
問

「
協
定
」
が
優
先
と
い
う

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
条
例
に

は
一
切
書
い
て
い
な
い
。「
毎

年
９
千
万
円
近
く
の
『
カ
ラ

水
』
を
払
っ
て
る
。
ず
っ
と

負
担
が
続
く
」
と
、
声
を
上

げ
る
べ
き
で
は
。

上
下
水
道
課
長

毎
年
、
受
水
市
町
で
訂
正

等
も
含
め
て
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
。

質
　
問

要
望
も
通
ら
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。

知
事
か
ら
意
見
を
聞
か
れ

る
機
会
も
あ
る
と
思
う
が
。

町
　
長

宇
治
系
（
宇
治
・
城
陽
・

八
幡
・
久
御
山
）
の
首
長
が
、

緩
和
や
す
ぐ
に
値
上
げ
を
見

直
す
方
策
も
と
っ
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
い
う
要
望
を
、

府
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

修
促
進
期
成
同
盟
会
な
ど
各

流
域
の
構
成
市
町
等
で
、
協

議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

質
　
問

し
っ
か
り
確
立
し
、
公
表

も
で
き
る
会
議
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。
地
元
の
住
民
や
専

門
家
も
含
め
た
検
討
委
員
会

の
方
向
性
も
踏
ま
え
て
、
要

望
を
す
る
べ
き
で
は
。

事
業
建
設
部
長

流
域
全
体
で
考
え
る
よ
う

な
会
議
に
つ
い
て
、
現
在
は

な
い
。

府
、
国
、
い
ろ
ん
な
専
門

家
も
交
え
た
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
早
期
に
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

児
童
生
徒
の
読
書
、
学
び

を
保
障
す
る
学
校
図
書
館
を

つ
く
る
た
め
に
は
、「
教
職

員
の
一
員
と
し
て
継
続
し
た

勤
務
と
研
修
が
保
障
さ
れ
る

よ
う
正
職
員
と
す
る
こ
と
」

と
、
身
分
の
安
定
を
日
本
図

書
館
協
会
も
求
め
て
い
る
。

校
務
分
掌
も
あ
る
の
に
、
不

安
定
雇
用
で
よ
い
の
か
。

教
育
長

１
校
当
た
り
正
規
職
員
が

で
き
た
ら
ベ
ス
ト
で
あ
る
と

思
う
。
た
だ
、
少
人
数
指
導

教
諭
の
配
置
が
今
、
一
番
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

質
　
問

下
流
自
治
体
で
あ
る
本
町

の
、
内
水
問
題
は
大
き
な
課

題
だ
。
国
や
府
や
流
域
自
治

体
お
よ
び
住
民
と
情
報
を
共

有
し
、
被
害
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

都
市
整
備
課
長

国
、
府
を
含
め
た
流
域
全

体
で
考
え
る
組
織
の
立
ち
上

げ
等
に
つ
い
て
、
お
願
い
を

し
て
い
る
。

本
町
を
含
む
流
域
市
町
と

の
洪
水
対
策
の
協
議
に
つ
い

て
は
、
古
川
流
域
改
修
促
進

協
議
会
や
宇
治
川
・
桂
川
改

質
　
問

学
校
図
書
館
司
書
の
雇
用

状
況
等
つ
い
て
聞
く
。

教
育
次
長

現
在
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
雇
用
し
５
年
目
だ
が
、
２

名
の
司
書
が
非
正
規
職
員
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
校
を
受

け
持
っ
て
い
る
。

質
　
問

正
職
員
と
し
て
雇
用
を
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
学

校
図
書
館
司
書
が
ず
っ
と
い

る
こ
と
で
は
、子
ど
も
の「
居

場
所
」
と
い
う
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。

増水した古川

巽

　
　悦
子

　議
員

一
問
一
答
方
式

■
一
般
質
問 

■

住
民
も
含
め
た
内
水
問
題
検
討
会
議
を

協
議
会
の
設
置
は
早
急
に
要
望
し
た
い

QQAA

学
校
図
書
館
司
書
は
不
安
定
雇
用
で
よ
い
の
か

少
人
数
指
導
教
諭
の
配
置
が一番
の
課
題
だ

QQAA

「
基
本
水
量
」を
な
ぜ
変
更
し
な
か
っ
た
の
か

す
で
に
水
量
を
締
結
し
て
い
る

QQAA
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総
務
事
業

常
任
委
員
会

玉
名
市
で
は
、
①
『
玉
名

市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

白
書
』
に
つ
い
て　

②
玉
名

市
公
共
施
設
適
正
配
置
事
業

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

玉
名
市
は
平
成
24
年
３
月

に
『
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
白
書
』
を
作
成
し
、
こ
の

段
階
で
、
実
態
把
握
と
課
題

等
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。

老
朽
化
施
設
は
約
12
万
㎡
で

全
体
の
37
％
、
今
後
40
年
間

の
更
新
コ
ス
ト
は
年
間
43
億

３
千
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

年
平
均
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
を
65
％
削
減
し
、
15
億
２

千
万
円
に
抑
え
、
保
有
面
積

を
37
％
削
減
す
る
「
中
長
期

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
必
要

と
な
る
た
め
、
玉
名
市
公
共

施
設
適
正
配
置
計
画
検
討
委

員
会
を
平
成
24
年
７
月
に
設

置
し
、
こ
れ
ま
で
５
回
の
検

討
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
庁
舎
、
公

民
館
、
学
校
、
保
育
所
等
々

を
全
20
用
途
に
区
分
し
、
そ

れ
ら
の
改
善
の
方
向
性
を
設

定
し
て
全
１
２
４
施
設
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

今
後
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
10
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
第
３
段
階
）
と
し
て
、

モ
デ
ル
事
業
の
実
行
、
次
期

事
業
の
検
討
、
長
期
整
備
計

画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
計
画
し

て
い
る
。

湧
水
町
は
鹿
児
島
県
北
部

の
川
内
川
の
上
流
部
に
位
置

す
る
シ
ラ
ス
盆
地
の
地
形
で

人
口
は
１
万
人
強
、
面
積
は

１
４
４
・
33
㎢
。

平
成
元
年
以
降
５
回
の
洪

水
に
見
舞
わ
れ
、
特
に
平
成

18
年
の
北
薩
豪
雨
で
は
、
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
床
上

浸
水
４
４
６
戸
、
床
下
浸
水

１
２
３
戸
と
国
道
・
県
道
等

の
寸
断
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

農
畜
産
物
の
被
害
な
ど
に

よ
っ
て
、
住
民
の
多
く
が
財

産
を
失
っ
た
。

湧
水
町
で
は
、
こ
れ
ま
で

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
過
去
の
経
験
を
も
と
に
、

自
助
・
共
助
の
よ
る
「
早
め

早
め
の
避
難
」
と
、
防
災
無

線
の
全
戸
無
償
貸
与
に
よ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

町
の
防
災
・
減
災
と
し
て

は
、「
防
災
か
ら
減
災
へ
の

シ
フ
ト
」
を
踏
ま
え
、
生
命

を
守
る
「
被
災
者
ゼ
ロ
」
と

「
必
要
に
応
じ
た
ハ
ー
ド
整

備
や
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進
」

を
図
り
、「
ま
ち
全
体
の
減

災
対
策
」
へ
と
繋
げ
て
い
る
。

平
成
17
年
に
２
町
が
合
併

し
た
芦
北
町
は
、
84
行
政
区

を
有
し
人
口
は
１
８
９
７
５

人
（
高
齢
化
率
38
％
）、
面

積
は
２
３
３
・
81
㎢
。

今
回
は
、「
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
の
研

修
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
は
、「
個
性

の
光
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
が
目
的
で
、
行

政
区
単
位
の
主
体
的
活
動
を

支
援
す
る　

①
職
員
地
区
担

当
制　

②
事
業
補
助
（
補
助

対
象
経
費
の
80
％
・
限
度
額

50
万
円
）
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
６
０
０
万
円
を
予

算
化
し
て
い
る
。

特
に
、
町
職
員
が
84
自
治

区
（
行
政
区
）
に
配
置
さ
れ

て
い
る「
地
区
担
当
職
員
」は
、

係
長
以
下
で
任
期
は
原
則
３

年
、
地
元
出
身
を
優
先
し
男

女
問
わ
ず
１
自
治
区
に
１
名

が
担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
地
区
ご
と
の
ま
つ
り
や

ス
ポ
ー
ツ
行
事
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
の
企
画
立
案
、
申

請
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
密
着
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
業
だ
け
で

な
く
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
要

望
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
地

域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と

な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
地

域
密
着
型
の
行
政
経
営
と
い

え
る
。

視
察
報
告

視
察
報
告

委
員
会

委
員
会

玉た
ま

名な

市し

（
熊
本
県
）

	

10
月
27
日

湧ゆ
う

水す
い

町ち
ょ
う（

鹿
児
島
県
）

	
10
月
28
日

芦あ
し

北き
た

町ま
ち

（
熊
本
県
）

	

10
月
29
日

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
白
書
」
作
成
で
実

体
把
握
・
課
題
を
整
理

「
被
災
者
ゼ
ロ
」
の

　
減
災
対
策
を
具
体
化

地
区
担
当
の
町
職
員
が

町
と
地
区
と
の
パ
イ
プ
役

河川改築工事の説明を受ける
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塩し
お

見み

縄な
わ

手て

地
区
は
、
昭
和

48
年
に
松
江
市
伝
統
美
観
保

存
地
区
に
指
定
さ
れ
、
昭
和

62
年
に
は
、
当
時
の
建
設
省

の
『
昭
和
の
道
１
０
０
選
』

に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

武
家
屋
敷
は
、
約
２
７
５

年
前
の
古
い
姿
の
ま
ま
保
存

さ
れ
て
お
り
、
松
江
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

所
有
者
は
松
江
市
で
、
管

理
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
江
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
に
委
託
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
文
化
財
を

公
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

松
江
城
の
堀
を
利
用
し
て
、

堀
川
遊
覧
船
も
運
航
し
て
い

る
。東

一
口
に
は
、
町
が
所
有

し
、
国
の
有
形
登
録
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
山
田

家
住
宅
が
あ
る
の
で
、
今
後

の
文
化
財
活
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

タブレットを導入した美郷町

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
は
、

議
員
と
総
務
部
長
が
議
論
し
、

す
ぐ
に
導
入
に
向
け
て
動
き

出
さ
れ
た
。

ま
ず
、
平
成
25
年
12
月
の

議
会
定
例
会
に
補
正
予
算
と

し
て
計
上
し
、
平
成
26
年
３

月
に
12
人
の
全
議
員
お
よ
び

執
行
部
の
課
長
以
上
に
15
台

の
計
27
台
を
貸
与
し
た
。

本
格
的
な
運
用
は
、
６
月

定
例
議
会
か
ら
で
、
議
会
内

の
紙
は
40
％
減
少
。
紙
代
だ

け
で
年
間
３
万
９
千
枚
の
紙

の
削
減
、
金
額
に
し
て
65
万

円
の
削
減
と
な
っ
た
。

そ
の
他
に
も
印
刷
代
・
コ

ピ
ー
代
・
人
件
費
等
を
考
え

る
と
大
き
な
効
果
が
出
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

説
明
の
中
で
「
タ
ブ
レ
ッ

ト
化
は
時
代
の
流
れ
で
す
」

と
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

美み

郷さ
と

町ち
ょ
う（

島
根
県
）

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
導
入
は
時
代
の
流
れ

第2回　政策討論会
議員が自論を語る

第2回　政策討論会第2回　政策討論会
議員が自論を語る

買い物や役場、病院など「ちょっと遠いなぁ」「雨の
日や自転車を使っては大変だなぁ」と思うときにバス
（公共交通）を利用していませんか？
また、自家用車も自転車なども利用しない人にとって
バスは自分の「足」です。
交通機関がみなさんにとって「足」となるにはどんな
手段・方法があるのか？各議員が自論の「公共交通」
で討論をおこないます。
みなさんのお越しをお待ちしています。
問合せ／議会事務局　☎075（631）9996／0774（45）0105

〈日時〉平成27年2月8日（日）
　　　　　午後1時30分
　　　　　 ～3時30分（予定）

〈会場〉クロスピアくみやま 2階　交流室
　　〈テーマ〉町内の「公共交通」
　　　　　　　について
　　〈主催〉久御山町議会

塩見縄手地区の武家屋敷

会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト

◆
清
　風
　会
　（
11
月
11
日
〜
12
日
）

松ま
つ

江え

市し

（
島
根
県
）

文
化
財
の
保
存
と

そ
の
利
活
用
を
学
ぶ
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10
月
21
日
・
22
日
に
全
国

町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
、

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー

（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
、
本

町
か
ら
も
塚
本
議
員
と
島
議

員
が
参
加
し
た
。

「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ

る
広
報
へ
」
の
講
義
で
は
、

見
や
す
い
文
書
と
は
「
読
ん

で
も
ら
え
る
、
理
解
し
や
す

い
、
好
感
を
も
た
れ
る
」
も

の
で
あ
り
、
作
り
方
ポ
イ
ン

ト
は
、「
図
表
や
イ
ラ
ス
ト

を
入
れ
る
、
漢
字
を
少
な
く

す
る
、
改
行
・
空
白
行
を
入

れ
る
」
で
あ
っ
た
。

読
み
や
す
い
文
は
、
30
字

か
ら
65
字
以
内
で
書
き
、
不

必
要
な
言
葉
は
削
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
書
き
方
の
ポ

イ
ン
ト
は
「
記
事
に
書
か
れ

て
い
な
い
言
葉
は
見
出
し
に

使
わ
な
い
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
が
目
立
つ
見
出
し
に
す

る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
広
報
紙
面
デ
ザ
イ
ン
の

基
礎
知
識
」
の
講
義
で
は
、

広
報
媒
体
と
特
性
、
書
体
の

基
礎
知
識
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

と
紙
面
、
読
ま
せ
る
魅
せ
る

紙
面
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

写
真
講
義
で
は
「
し
っ
か

り
撮
る
と
い
う
意
思
、
他
の

写
真
と
の
差
別
化
、
美
と
は

五
感
で
撮
る
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

今
後
の
広
報
特
別
委
員
会

の
活
動
に
お
い
て
も
、
研
修

会
で
学
ん
だ
こ
と
を
十
分
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

来
町
日
／
平
成
26
年
11
月
19

日
来
町
人
数
／
７
人

視
察
目
的
／
議
会
広
報
に
つ

い
て

飯
島
町
と
は
／
飯
島
町
は
長

野
県
の
南
部
、
伊
那
谷
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東

に
南
ア
ル
プ
ス
、
西
に
中

央
ア
ル
プ
ス
を
望
む
位
置

に
あ
る
。

　
　

中
央
自
動
車
道
、
Ｊ
Ｒ

来
町
日
／
平
成
26
年
11
月
19

日
来
町
人
数
／
７
人

視
察
目
的
／
議
会
広
報
に
つ

い
て

曽
於
市
と
は
／
曽
於
市
は
、

大
隅
半
島
の
北
部
に
位
置

し
、
宮
崎
県
都
城
市
、
志

布
志
市
、
霧
島
市
、
鹿
屋

市
、
曽
於
郡
大
崎
町
に
接

し
て
い
る
。

　
　

市
の
中
央
部
を
東
西
に

国
道
10
号
、
南
北
に
国
道

２
６
９
号
が
走
り
、
南
西

部
に
は
東
九
州
自
動
車
道
、

東
部
に
は
地
域
高
規
格
道

路
が
整
備
中
で
、
志
布
志

港
ま
で
約
30
分
、
鹿
児
島

空
港
・
宮
崎
空
港
ま
で
約

１
時
間
の
圏
域
に
あ
る
。

　
　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線

が
市
の
北
部
を
東
西
に
横

断
し
て
い
る
。

　
　

人
口
は
、
３
８
８
２
４

人
（
平
成
27
年
１
月
１
日

現
在
）、
面
積
は
３
９
０
・

39
㎢
、
議
員
数
は
20
人
。

訪
問
日
／
平
成
27
年
１
月
20

日
訪
問
人
数
／
９
人

視
察
目
的
／
議
会
広
報
に
つ

い
て

松
前
町
と
は
／
北
海
道
の
最

南
端
に
位
置
し
、
西
は
日

本
海
、
南
は
津
軽
海
峡
に

面
し
て
い
る
。

　
　

人
口
は
、
８
２
５
１
人

（
平
成
27
年
１
月
１
日
現

在
）、
面
積
は
２
９
３
・

12
㎢
、
議
員
数
は
18
人
。

飯
田
線
、
国
道
１
５
３
号

線
な
ど
が
町
内
を
縦
断
し

て
お
り
、
交
通
の
便
が
非

常
に
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

人
口
は
、
９
８
０
１
人

（
平
成
27
年
１
月
１
日
現

在
）、
面
積
は
86
・
94
㎢
、

議
員
数
は
12
人
。

長
野
県

飯い
い

島じ
ま

町ま
ち

議
会

鹿
児
島
県

曽そ

於お

市し

議
会

全
国
か
ら
来
町
！

　
よ
う
こ
そ
久
御
山
町
へ

当
町
へ
視
察
研
修
の
目
的
で
、

お
越
し
い
た
だ
い
た
（
平
成
26

年
11
月
〜
平
成
27
年
１
月
）
市

町
村
議
会
を
紹
介
し
ま
す
。

議

修

研

員

第
81
回
全
国
町
村
議
会
　

　
　
広
報
研
修
会
に
参
加

北
海
道

松ま
つ

前ま
え

町ち
ょ
う

議
会
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地域懇談会で出された質問に
　町から回答がありました
Ｑ　自治会の公会堂に防災機能をも
たせて、学校などへ避難しなくて
もよいようにできないのか。
Ａ　町指定の避難場所は、３小学校
と中学校、久御山高校、京都競馬
場、中央公民館の７か所で、避難
所開設の際には町職員を派遣する
こととしています。しかし、指定
の避難場所への移動が困難な場合
もありますので、状況に応じて自
治会公会堂への避難も検討してい
きたいと思います。
―――――――――――――――――
Ｑ　避難場所が勝手に変更になった
にもかかわらず、避難場所の看板
は従来のままになっている。役場
の段取りが悪いのでは。
Ａ　遅くなりましたが、看板の書き
換えはすでに完了しています。
―――――――――――――――――
Ｑ　一昨年の集中豪雨時、宇治市の
ホームページには避難勧告が出て
いたが、町のホームページには掲
載されていなかった。
Ａ　ご指摘のとおりです。今年度か
らホームページに掲載するように
しました。
―――――――――――――――――
Ｑ　古川の改修によって流量が増え、
被害が大きくなるのでは。
Ａ　流量が増えることにより氾濫の
危険性が少なくなります。

Ｑ　町の防災備品（カンパンや毛布）
は各校区にどれだけあるのか。
Ａ　カンパン…久御山中学校384個、
佐山小学校360個、御牧小学校384
個、東角小学校312個、久御山高
校360個　毛布…役場400枚、久御
山中学校10枚、佐山小学校610枚、
御牧小学校290枚、東角小学校600
枚、久御山高校400枚あります。
―――――――――――――――――
Ｑ　東角校区は、久御山高校や東角
小学校へ避難することとなってい
るが、水害や地震などの災害に
よって詳細に設定すべきでは。
Ａ　水害は校舎または体育館、地震
はグラウンドを避難場所としてい
ます。
―――――――――――――――――
Ｑ　特別警報が出たとき、京都府の
発表から町民への周知まで約30分
の遅れがあった。町の責務はどう
なっているのか。
Ａ　特別警報発表の住民周知は、携
帯電話のエリアメール並びにＦＭ
うじ放送によりおこないました。
ＦＭうじ放送では即時に周知しま
したが、エリアメールについては
ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソフトバン
クの３社すべてに送信し終えるの
に30分を要しました。今後は迅速
な周知に努めるとともに、町ホー
ムページの活用もおこなうことと
しました。

Ｑ　貸与されている防災無線の使い
勝手が悪い。いつ使えばいいのか、
使うサインを行政から送れないの
か。
Ａ　気象警報が発表されたとき、ま
たは震度４以上の地震が発生した
ときに電源を入れてください。た
だし、他のすべての通信手段が途
絶えた場合に活用することとして
います。
―――――――――――――――――
Ｑ　災害時の要支援者をどうするの
か。各組織でネットワークを組み、
守ることは。
Ａ　避難行動要支援者名簿の整理を
進めています。今後、関係団体や
自治会等に情報提供し、情報の共
有を図りたいと考えています。
―――――――――――――――――
Ｑ　指定の避難場所へ行かないと物
資の配給はないのか。
Ａ　基本的には配給はありませんが、
状況に応じて柔軟に対応したいと
考えています。
―――――――――――――――――
Ｑ　ゲリラ豪雨への対応はどうする
のか。
Ａ　予測が難しいですが、あらゆる
情報を収集し、早めに避難勧告等
を発令するなど、臨機に対応をし
ていきます。

昨年７月26日・27日に
「防災について」をテーマ
に開催した地域懇談会で出
された質問に対して、町か
ら回答がありましたので、
お知らせします。

新
し
い
年
が
明
け
早
く

も
１
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
自
然
災
害
も

多
く
、
改
め
て
自
然
の
猛

威
を
知
ら
さ
れ
た
年
で
し

た
。
今
年
は
、
災
害
の
な

い
平
和
な
年
で
あ
っ
て
ほ

し
も
の
で
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
「
親

し
ま
れ
る
、
読
み
や
す

い
」
広
報
紙
を
目
標
に
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

４
月
に
は
、
町
議
会
議

員
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
現
広
報
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
で
の
発
行
は
、
５

月
１
日
号
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
す
。

本
年
も
〝
議
会
だ
よ

り
〟
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記

委　
員　
長　

中　
　

大
介

副
委
員
長　

巽　
　

悦
子

委　
　

員　

岩
田　

芳
一

委　
　

員　

島　
　

宏
樹

委　
　

員　

塚
本
五
三
藏

委　
　

員　

樋
口　

房
次

広
報
特
別
委
員
会
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古
谷
さ
ん
は
、
子
ど
も
議

会
の
開
催
を
学
校
か
ら
聞
き
、

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
学
校
の
先
生
や

役
場
の
人
に
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
教
え
て
も
ら
い
、

徐
々
に
内
容
も
分
か
り
ま
し

た
。
町
に
対
し
て
自
分
の
聞

き
た
い
こ
と
も
考
え
、
子
ど

も
議
会
の
当
日
を
迎
え
ま
し

た
。最

初
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
、
い
つ
も
と
は
全

く
違
う
風
景
に
戸
惑
い
も
多

く
、「
途
中
で
、
と
ち
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
う
ま
く
し
ゃ

べ
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
」
と
大
変
緊
張
し
ま
し
た
。

普
段
の
学
校
生
活
で
は
、

３
年
生
の
前
期
に
生
徒
会
長
、

部
活
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
部
長
を
し
て
い

た
古
谷
さ
ん
。
議
会
の
当
日

は
、
部
活
の
試
合
の
と
き
よ

り
も
緊
張
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
自
分
が
議
長
と

な
り
開
会
宣
言
を
し
た
後
は

緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
た
そ
う

で
す
。

今
回
の
自
分
の
進
行
の
評

価
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
60
点

く
ら
い
だ
っ
た
と
笑
顔
で

語
っ
て
ま
し
た
。
閉
会
し
た

と
き
の
気
持
ち
は
、
マ
ラ
ソ

ン
を
走
り
終
え
た
後
の
感
じ

に
似
て
い
て
、
と
て
も
清
々

し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

大
人
に
な
っ
て
議
員
を
も

う
１
回
し
て
み
た
い
？
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
自
分
か
ら

は
進
ん
で
は
や
り
た
く
は
な

い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

古
谷
さ
ん
の
夢
は
、
数
学

の
教
師
に
な
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
小
学
校
４
年
生
の
と

き
の
担
任
が
面
白
い
先
生
で
、

「
自
分
も
あ
ん
な
風
に
な
っ

て
み
た
い
」
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
と

か
。夢

を
実
現
し
、
未
来
の
久

御
山
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
・
文　

広
報
特
別
委
員
会
）

　

今
回
は
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
子
ど
も

議
会
で
議
長
の
大
役
を
務
め
た
久
御
山
中
学

校
３
年
生
の
古
谷
竜
太
さ
ん
に
直
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

古
谷 

竜
太
さ
ん

り
ゅ
う

　た

ふ
る

　た
に

久
御
山
中
学
校
３
年
生

子
ど
も
議
会
で
議
長
の
大
役

子
ど
も
議
会
で
議
長
の
大
役

子
ど
も
議
会
で
議
長
の
大
役

このまち
このひと
No.6

表紙の「
くみやま」を書いたのは

東角小学校１年生

つねきよ

　今回題字を書いてくれ
た経廉くんは、２人兄弟
の弟で、ラグビーにスイ
ミングにと身体を動かす
ことが大好きな、とても

活発な小学１年生です。
　勉強は、算数が一番好きで、次が図工とのこ
とです。
　大きくなったら、有名なサッカー選手になり
たいと、目を輝かせて夢を話しました。

モレノ　経廉　サンダーくん

部
活
の
試
合
よ
り
緊
張

将
来
は
数
学
の
教
師
に

清
々
し
い
気
持
ち
に


